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祈りは忍耐する上で大切　（MWB20240919宝）

	０．（忍耐が求められる状況で、エホバに祈ることは大切）


サタンと邪悪な天使たちには、私たちの心を読んだり、無理やり何かをさせることはできないとしても、
私たちが忍耐の必要な時に落胆している様子を見て、そうした状況を利用することがある
そうした状況でサタンと邪悪な天使たちは、私たちがとにかく元気をなくして宣教の手を緩めるなら、
とても喜ぶことでしょう。それで、決してサタンの企みに乗ってはいけない。では、
そうした忍耐が求められる状況で、エホバに祈ることはなぜ大切なのか？3つの理由について考慮する

	理由１．喜びを与えていただけるようエホバに祈ることができる


[bookmark: citationsource1_11]どんな状況であれ私たちが喜びを保つのは重要。喜びはエホバを崇拝するための大きな力になる。
それでダビデは次のように祈った。（詩86:4）祈りによってエホバに目を向け（脚注：自分を差し出し）て、喜びを求めるなら、エホバが喜びを与えてくださることを知っていた。
私たちも喜びを保てるよう祈り、力や元気をいただける

	[bookmark: _Hlk127649350]理由２．エホバに忠実でいられるよう助けを求めて祈ることができる


確かに何らかの試練がなくなることよりも、最後までエホバへの忠実を保つことの方がより望まれること。
それで試練の下でも、より十分にお仕えするための助けを願い求めるのはふさわしいこと（詩86:11-12）
私たちはいつでもエホバを賛美することを願っているが、特に試練の下では神に頼るために離れず、
導きを求め、聖なるみ名の栄光となるようエホバに仕えるための助けを願い求める。助けを確信可

	理由３．エホバが祈りに答えてくださることを確信できる


（詩86:6-7）ダビデは、エホバが祈りを聞いて答えてくださるということを心から信じていて、エホバは知恵や忍耐するための力を与えてくださった
私たちも自分の祈りをエホバが必ず聞いてくださるとの確信を持てる。ただし、祈りの答えが自分で予定していたものと違っていたりして、後から祈りが聞かれていたことに気付かれたこともあったかも
実際エホバは私たちの祈りに答え、私たちが必要とするものをぴったりのタイミングで与えて下さる
忍耐が求められる状況でエホバに祈ることが大切である３つ（喜び/忠実保つ助け/必ず答確信）考慮可

	４．ここで、「何か問題にぶつかったとき、いつもより、長く、頻繁に祈るようにしているだろうか？」と自問することが勧められているのはなぜか？


大きな問題にぶつかったときに限ってエホバに頼る余裕もなくなってしまう可能性はないか？つまり、
忙しさや状況があまりにも過酷であるゆえに、祈りや通読がおろそかになってしまう危険はある
でも考慮したように、そうした状況下でサタンの餌食にならないように一層エホバに近づかなければ
実際自分の個人的な問題についてエホバに祈れるとは、なんと恵まれた機会をいただいていることか
心の余裕を失いそうな時こそ、その心の内をエホバに吐露する習慣を今身に着けておくこと大切。
パウロたちように辛い時に、個人的な祈りでも声に出して祈ったり、賛美の歌を大きな声で歌うことも可
では、特に試練のもとでエホバに祈り、助けを求める機会を大切にしていきたい。そのエホバから助けて
いただいた貴重な経験は、私たちのクリスチャン人生にとって大きな財産になるのです
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